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SIDS in HPV programme & CCAP 
SIAM 29, 20/10/2009 

初期評価プロファイル（SIAP） 
 

長鎖塩素化パラフィンカテゴリー 
 

 
CAS No.と物質名 

63449-39-8 ：Paraffin waxes and hydrocarbon waxes, chloro 

：塩素化パラフィンワックスと塩素化炭化水素ワックス 

85535-86-0 ：Alkanes, C18 - 28, chloro：塩素化アルカン類C18-28 

85422-92-0 ：Paraffin oils, chloro：塩素化パラフィン油 

 

 
CnH2n+2-yCly、n=18－30 

y= ~4－~30 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
SIARの結論の要旨 

 
類似物質/カテゴリーの理論的根拠 

長鎖塩素化パラフィン（LCCP）カテゴリーは、その化学的組成が主にC18からC30の炭素鎖長の範囲であり、

重量で約35－72 wt%の範囲の塩素含有量を有する、複雑な市販の複合物質を含む。塩素化パラフィン（CP）

は直鎖炭化水素の物質（例、n-パラフィン類、n-アルカン類）の塩素化により誘導され、それらの炭素鎖長

に基づき、一般的に3つのカテゴリーに分けられる： 

・短鎖塩素化パラフィン（SCCP）C10～C13 

・中鎖塩素化パラフィン（MCCP）C14～C17 

・長鎖塩素化パラフィン（LCCP）C18～C30 

 
この評価の目的のために、LCCP類は、炭素鎖長（原料のC18－C20炭化水素に由来するものと、原料のC20

－C30炭化水素に由来するもの）、および物理的状態（塩素化の程度の結果として）の違いを反映するように、

3つのサブグループに分けられている。2つのファクターは、この評価手法の有効性を増大する、適用パター

ンに影響を及ぼす。これらのサブグループは次の通りである 
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― C18-C20 LCCP類：約40-52 %Cl(液体) 

― C20-C30 LCCP類：約40-54 %Cl(液体) 

― C20-C30 LCCP類：約70 %Cl(固体) 

 
LCCPの純度は原料のn-パラフィンの純度に関連する。北アメリカと西ヨーロッパにおいて、原料のn-パラ

フィンはわずか1-2 %のイソパラフィンと＜100 ppm（＜0.01 %）の芳香族化合物（原料パラフィン類から水

素脱硫により特異的に除去される）を含む。その原料は、その原料に報告されている名目上のまたは主な炭

素数範囲を超えるn-アルカン類を含むかもしれない。C18－C20の一部の製品はかなりの量（10-20 %）のC17

塩素化アルカンを含むかもしれないが、LCCPカテゴリーの炭素数範囲（C18－C30）は通常十分に主要な市販

品を包含している。 

 
このカテゴリー中の物質は、推定可能な範囲の物理-化学的特性と物理的形状である。鎖長と塩素化が増え

るほど、流動（融）点とオクタノール－水分配係数は増加し、水溶解度は低下する。一方、物理-化学的特性

には範囲があるが、それでもLCCP類は全て同様な特性－非常に低い水溶解度、非常に低い蒸気圧、および高

いKow値を示す。環境運命モデルは、放出パターンに応じて、全てのLCCP類がほとんど土壌または底質に分

配するとの推定を示唆し、全てのLCCP類の運命と動きは恐らく大変類似していることを示している。同様な

物理-化学的特性であり、構造類似であり、C18-20 LCCP類と類似の毒性プロファイルであることが知られてい

る、関連物質MCCP類のデータが、急性毒性、刺激性、反復投与毒性、生殖毒性（受胎能への影響）および

発生毒性を含むC18-20LCCP類のヒト健康有害性について取り組むために使われる。Daphnia magna の急性

毒性について液体のC20-30 LCCP類のデータが、固体のC20-30LCCP類に対して読み取られる。 

 
物理-化学的特性 

市販LCCP類の測定データは、その物質の複合体の特性のために、通常一つの指標に対して幅のある値を示

す。推定値は代表的な個別の構造を用いて予測されている。LCCP類は、自由に流れる流動性液体から、高粘

性のガラス質液体を経由して、ワックス様な固体や粉末まで変化する可能性がある。明確な融点はあきらか

ではない；液体のLCCP類は一般的に流動点( ほぼ－30から10 ℃の範囲）、ならびに固体のLCCP類は軟化点

（103から115 ℃）を示す。より高い値は、より高い塩素化率と一致する。LCCP類は、沸騰する前に210 ℃

を超える温度で崩壊する。C20-30(約70 %Cl)ならびにC18-20（約40 %Cl）の蒸気圧は、それぞれ1.4×10-15から

5.3×10-4 Pa（25 ℃、推定値）の範囲である。推定オクタノール-水分配係数（logKow）は、C18-20の7.5－11.5、

液体のC20-30の7.6－17.5、また固体のC20-30のLCCPのが16.9－20の範囲である。LCCP類の推定水溶解度は1.6

×10-11から6.6μg/L（20 ℃）の範囲である。 

 
ヒトの健康 

トキシコキネティク、代謝および分布 
LCCP類の代謝に関する情報は入手できなかった。 

 
14C放射性標識LCCP類がラットに経口投与された90日試験は、投与された放射活性の平均77 %が7日以内

に糞中に排泄されたことを示した。1 %未満が尿中または呼気中に排出された。このことは、化合物が吸収さ

れにくかったか、または未変化または代謝物として、かなりの量が胆汁中に排泄されたことを示唆する。4 %

までが組織中、主に肝臓に残った。経皮による吸収に関する試験はなかった。SCCP類とMCCP類の両方は、
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この経路によってほんの僅かな程度（MCCP類で~0.7%）が吸収されることが知られている。LCCP類の大き

な分子サイズに基づき、それらはMCCP類より皮膚吸収される可能性が低いであろうと予想される。同じく、

肺経由の吸収は、仮定された経口吸収速度、すなわち50 %よりも高くないであろうことは合理的に予想され

るが、蒸気、エアロゾルまたは粉塵の気道経由のLCCP類の吸収についての試験は何れもない。 

 
急性毒性 
LCCP類の急性毒性を評価するための適切なデータがある。C20-30 LCCP類（固体、液体）は非常に低い急

性毒性であり、ラットと他の動物種で、経口LD50値は5.0 g/kg bw超である。MCCP類も、ラットの経口LD50

値は > 2.0 g/kg bwであり、非常に低い急性毒性である。このようにC18-20液体グレードのLCCP類も非常に低

い急性毒性であろうと思われる。 

 
経皮投与後のLCCP類の急性毒性に関するデータはない。しかし、この経路によりLCCP類の顕著な量が吸

収されることはないと推定されるので、そのような試験を実施することは不要であると考えられる。同様に、

吸入後のLCCP類の急性毒性に関するデータはない。 

 
刺激性 
LCCP類の刺激能を評価する適切なデータがある。液体のC20-30LCCP類の試験で、0.5 mL純 LCCP類

（LCCP類は幾種類かの安定剤を含有する）がウサギの有傷および無傷皮膚へ単回24時間閉塞塗布された。

24時間と72時間後に紅斑発赤と浮腫が記録された。24時間で軽度の紅斑発赤がウサギ6匹中2匹の有傷、無傷

皮膚の両方で観察された。他の試験で、そのままかまたは非刺激性媒体中の液体または固体いずれかのLCCP

類の0.1 mLを最大6回まで、3匹の雌ラットの除毛背部に交互に24時間塗布された。これらの被験物質は非刺

激性物質であると結論された。MCCP類への単回ばく露も標準試験で軽度の刺激の原因となったが、反復ば

く露後にやや明確な刺激が報告されており、おそらくMCCP類の脱脂特性によると結論づけられた。LCCP

類の気道刺激性に関するデータはない。総じて、LCCP類の皮膚刺激性に関するわずかな懸念が、C18-20 LCCP

類に適用可能かもしれないMCCP類からの読み取りデータに適応される。C20-30LCCP類は刺激性を有しない。 

 
感作性 
LCCP類のモルモットにおける妥当な皮膚感作性試験は、感作活性の証拠がないことを示している。これら

の所見は、SCCP類とMCCP類によって示された感作性の欠如とともに、LCCP類は皮膚感作性の明確な可能

性は何もないであろう、とする結論を支持する。 

 
反復投与毒性 
最新のガイドラインに広く基づくプロトコルに対して実施された、C23(平均)の43 %Cl LCCP、C22-26の43 %Cl 

LCCP（ともに液体グレード）およびC22-28の70 %Cl LCCP（固体グレード）についてのラットにおける妥当

な経口90日反復投与毒性試験がある。また、C23(平均)の43 %Cl LCCPについて、マウスにおける妥当な経口90

日反復投与毒性試験とラットとマウスにおける妥当な2年間反復投与試験がある。 

 
ラットの試験：ラットでの90日と2年間試験の主な標的臓器は肝臓であり、雄ラットのリンパ系と腎臓ならび

に雌ラットの血液系も標的臓器と特定された。雌ラットは最も感受性の高い性であり種であった。C22-28 70 %Cl 

固体LCCPの90日試験で、3750 mg/kg bw/d（LOAEL）の肝臓毒性に基づき、両性ラットのNOAELは900 mg/kg 
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bw/dであった。C23(平均) 43 %Cl LCCPの90日試験で、有意な有害性影響は雄ラットで観察されなかった

（NOAEL=3750 mg/kg bw/d）が、肝臓における影響（肉芽腫性炎症）が雌の全用量群で観察された（LOAEL 

235 mg/kg bw/d）。C22-26 43 %Cl 液体LCCPの90日試験で、全てのばく露された雌で肝臓毒性の証拠があった

（肝臓絶対的重量の増加、ORO（オイルレッドO）染色の増強を伴う用量依存性の多病巣性肉芽腫肝炎、ミク

ロソームのローリータンパクのわずかな増加、およびミクロソームの酵素レベルの同時的な増加）。3750 mg/kg 

bw/dを投与された雌ラットで、僅かな/中程度のネフローゼが報告されたが、処理された雄ラットの肝臓に影響

はなかった。この試験の雄ラットのNOAELは900 mg/kg bw/d、雌ラットのLOAELは100 mg/kg bw/d（NOAEL

を確定できなかった）であった。C23(平均) 43 %Cl LCCPによるラットの2年間試験で、両性ラットに肝臓重量の

増加が見られ、その影響は雌ラットでは投与6ヶ月後、雄ラットでは投与12ヶ月後に見られた。その影響は、い

くつかの血清酵素レベルの若干の増加と、雌のみで、血液学的パラメータの変化を伴った。報告された主な病

理学的病変は肝臓および膵臓と腸間膜のリンパ節のびまん性のリンパ組織球性炎症であった。肝臓における影

響のLOAELは雄ラット1875 mg/kg bw/d、雌ラット100 mg/kg bw/dであった。 

 
マウスの試験：マウスにおいて、90日間または2年間のC23(平均) 43 %Cl LCCP経口投与は、体重または臓器

重量、毒性の臨床的徴候、ならびに処理に関連した組織病理学的影響をもたらさなかった（90日NOAEL=7500 

mg/kg bw/d；2年間NOAEL=5000 mg/kg bw/d）。 

 
C20-30 LCCP類のラットでの90日ならびに2年間試験のLOAELは、肝臓毒性に基づき、雄 900 mg/kg bw/d

と雌 100 mg/kg bw/dであった。NOAELは90日試験で、雄 300 mg/kg bw/dであったが、雌についてNOAEL

は得られなかった。  

 
C18-20の液体グレードのLCCP類の有効な反復投与毒性試験は無かった、しかしながらC14-17 MCCPの入手

可能なデータが読み取りのために用いられた。MCCPを用いた、ラットの90日混餌試験で、血漿トリグリセ

ライド類とコレステロールの低下、ならびに腎臓重量の増加が222 mg/kg bw/dで観察され、NOAELは23 

mg/kg bw/dであった。このNOAELはC18-20 LCCP類に対して読み取りできる。 

 
変異原性 
LCCP類の変異原性を評価するための適切なデータがある。SCCP類やMCCP類のように、LCCP類は細菌

に対して突然変異を生じない。CHO細胞で染色体異常（代謝活性化有り）と姉妹染色体分体交換（5-5000㎍

/mLで代謝活性化有無の両方）を伴うin vitroの哺乳動物細胞で弱い染色体異常誘発性の証拠の一部がある；

しかし、十分に管理された5000 mg/kg bw/dまでを5日間胃管強制投与されたラット骨髄細胞in vivo試験で染

色体異常の証拠は見られなかった。NTPによって実施されたC23(平均)液体LCCPのマウスリンフォーマ細胞試

験も陰性であった。LCCP類の全てのデータ考慮に入れ、そして、短鎖CP類について分かっていることを考

えると、LCCP類はグループとして、明確な遺伝毒性の可能性はない、と結論される。 

 
発がん性 
C23(平均) 43 %Cl LCCPのラットとマウスでの発がん性作用に関する有効な試験がある。発がん性の唯一の説

得力のある証拠は最高用量5000 mg/kg bw/dで報告された雄マウスの悪性リンパ腫の発生率の増加であった。

副腎髄質原発の褐色細胞腫発生率の小幅な増加が、100から5000 mg/kg bw/日の雌ラットで観察され、また

5000 mg/kg bw/日の雌マウスの肝細胞がんで小幅な増加が観察された。 
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これらの変化は、ばく露濃度が高い（5000 mg/kg bw/d）ので、この特性のヒト健康との関連性は疑問がある。 

 
C18-20 LCCP類またはC20-30固体グレードLCCP類の発がん性に関する情報はない。しかし、C20-30 液体 

グレードLCCPのラットとマウスでの試験結果、ならびに通常CP類は有意な遺伝毒性を伴わないという事実

を考えると、LCCP類はヒトに対して発がん性の可能性が低いこと示すと考えられる。 

 
生殖毒性 
 受胎能影響：LCCP類を用いて実施された、利用可能な受胎能試験はない。LCCP類を用いて実施された

標準的反復投与試験で生殖器官への毒性の証拠は見出されていない。更に、適切に管理されたMCCP類の胃

管強制試験で実施された受胎能試験において受胎能への有害影響の証拠は見出されていない（標準的生殖/受

胎能パラメータは影響を受けなかった）。しかし、この試験において、MCCP類は分娩期前後での母獣の死亡、

また母獣のビタミンK濃度欠乏の結果の内出血による新生仔死亡を引き起こした；LCCP類についても同様な

影響が観察される可能性があり得る。ビタミンＫ濃度におけるこれらの変化は、74 mg/kg bw/d以上の用量で

のみ観察され、この値はMCCP類で確定された反復投与影響のNOAEL 43 mg/kg bw/dよりあきらかに高い。

全体として、LCCP類は受胎能に有害性をもたらさそうにないと予期される。 

 
発生毒性：C20-30の固体ならびに液体グレード双方のLCCPについての有効な胃管強制投与の発生毒性試験

がある。これらのグレードのLCCPがラットまたはウサギで発生影響の原因となることを示す証拠はない；発

生毒性のNOAELは > 1000から > 5000 mg/kg bw/dの範囲である。これらのLCCP類のグレードがウサギで

母獣毒性無しに、着床と胎仔の生存に影響を及ぼすかもしれない若干の証拠があるが、試験された最高用量

の5000 mg/kg bw/dにおいてさえ、その影響は毒性学的に重要でなかった。 

 
C18-20液体グレードLCCPについての有効な発生毒性試験はなかった。しかし、C20-30LCCP類の試験での結

果と、MCCP類が出生前発生毒性試験で有害性影響を示していない事実を考えて、C18-20の液体グレードLCCP

類も発生毒性影響がなさそうであると結論される。 

 
全体として、LCCP類は発生毒性物質であるとは考えられない。 

 
LCCP類はヒトの健康に有害性を示唆する特性（反復投与毒性とC18-20 LCCP類の皮膚刺激性）を有する。C20-30 

LCCP類に関するOECD HPV化学品プログラムの目的のために、ヒト健康の有害性を特徴付けるのに適切な

スクリーニングレベルのデータが利用可能であり、また、MCCP類から得られる読み取りデータがC18-20 

LCCP類の不足しているSIDS指標を特徴付けるために用いられた。 

 
環境 

LCCP類は非常に低い揮発性と水溶解性である。LCCP類は、加水分解できる官能基を含んでいないので、

加水分解的に安定である。フガシティーモデルMackey レベルⅢに基づき、環境中でLCCP類は土壌に放出

されるとほとんど完全に土壌中に残存し、水に放出されると底質に移動すると予期される。土壌と底質に対

する強い親和性を示すLCCP類の高いKow値によっても支持される。LCCP類の推定Koc値は、2.93×106 と1

×1010 L/kg（このモデルの上限）の範囲である。大気中の限られた量のLCCP類は微粒子またはエアロゾル

に吸着するかもしれない。吸着されなかった大気中のLCCP類は、推定分解半減期の範囲18から112時間（日
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中12時間、ヒドロキシラジカル濃度5×105・OH/cm3に基づき）で、主にヒドロキシラジカルによる光酸化を

介して分解されるだろう。データは、非-順化微生物における生分解を制限するが、順化した微生物によるあ

る程度の生分解の可能性を示唆する。生分解の可能性は塩素含有量の低下とともに増加するように思われる。

また、LCCP類の生分解性は嫌気的条件下で生じるかもしれないことを示唆する情報がある。しかし、LCCP

類は易生分解性であるとは考えられない。入手可能な試験データにおいて、LCCP類が微生物に対して毒性で

あるとは思われない。 

 
水溶解度を超過して実施された試験の大部分は、魚や二枚貝でLCCP類が生物蓄積することを示している；

これらのデータから信頼できるBCF値を得ることはできない。魚や他の水生ならびに陸生生物によるLCCP

類の取込と蓄積の可能性は、炭素鎖が長くなるほど、また、塩素化の程度が増加するほど減少するように思

われる。logKowの代表値に基づき、魚のモデル推定BCFは以下のとおりである（logKow > 6 および分子量 < 

700g/molの物質に適応可能なEU Technical Guidance Document の放物線の式：logBCF=－0.2×（logKow）

2＋（2.74×logKow－4.72））： 

C18-20 液体 LCCP  BCF = 1,096 L/kg ( log Kow 9.7 に基づく)  

C20-30 液体 LCCP  BCF = 192 L/kg ( log Kow 10.3 に基づく)  

C20-30 固体 LCCP  BCF <1 L/kg ( log Kow 17 に基づく)  

 
魚の混餌試験の結果は、実験室における餌からの取込が生じること、およびこの取込は時として重要な可

能性があることを示す。取込の程度はC18-20のLCCP類が最も高いように思われるが、C20-30LCCP類の取込も

同じように実証されている。高い塩素化C20-30 固体LCCP類の餌からの取込は僅かであると思われる。 

 
LCCP類について、入手可能な比較的多くの水生毒性データがある。LCCP類の非常に低い水溶解性のため

に、水生毒性試験実施は問題がある。多くの場合、飽和試験溶液が未溶解の被験物質を含んでいるかどうか

不明確である。一部の試験で試験溶液の準備のために用いられる手法（例えば、水性画分）は、結果として

生じた溶液中で、市販品のLCCP類中に存在する、より溶解性の高い物質（即ち、より鎖長が短い物質）を優

先的に代表しているという結果になる。これらのこと、ならびに観察された影響も水溶解限度に近かったと

いう事実は、試験結果の説明を複雑にする。急性試験では、このカテゴリー物質は通常、水溶解度を十分に

超過した濃度で毒性をほとんど、あるいは何も示さない。入手可能な急性試験の結果は以下のようである。 

 
C18-20 LCCP類 

魚（96時間）：溶解限度において影響なし。 

Daphnia magna（48時間）：2つの試験の内の1つで溶解限度において影響なし；飽和溶液（400-500 μg/L、 

測定値）における他の試験で15 %の遊泳阻害。 

C20-30 液体LCCP類 

魚（96時間）：溶解限度において影響なし。 

Daphnia magna（48時間）：溶解限度において影響なし 

 
C20-30 固体LCCP類 

魚（96時間）：溶解限度において影響なし。 
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C20-30固体LCCP類に関する試験は入手できないが、C20-30液体LCCP類に関して影響が見られなかったこと

を考えると、影響は予期されない。何れのLCCP類についても妥当な藻類の試験は存在しないが、関連する塩

素化パラフィン（SCCP類およびMCCP類）のデータはLCCP類が藻類への影響を示さないであろう事を示唆

する。これらの物質（SCCP、MCCP、LCCP類）の総合的な毒性プロファイルは、このデータギャップの補

充は環境評価にとって重要ではないことを示唆する。 

 
C20-30液体ならびに個体LCCP類の魚における慢性試験が入手可能である。その試験において影響は見られ

なかった（試験された最高濃度と同じNOECが報告された：設定濃度4 mg/Lならびに設定濃度3.8 mg/L）。こ

の結果はC18-20 LCCP類に読み取られるかもしれない。 

 
Daphnia magna は、物質分類の塩素化パラフィンに対して最も感受性のある種であると特定されている。

C18-20 LCCP類から受けるDaphnia magna の慢性毒性を調べた2つの試験が入手可能である。一つは飽和限

界2μg/Lで影響を示さず（測定値）、もう一方は、水性画分法に従って、58-65μg/Lで影響を示し、29-32μg /L

で影響を示さなかった（測定値）。これらのデータに基づきワーストケースの仮定は、C18-20 LCCP類の

Daphnia magna のNOECが29㎍/L（この値はLCCP類の水溶解度の多くの推定値より大きい）であることで

ある。C20-30液体LCCP類のDaphnia magnaの入手可能な慢性試験は水溶解限界以下で影響が観察されないこ

とを示唆する；同様な結論がC20-30固体LCCP類に読み取り可能である。 

 
環境への放出について、この物質は水コンパートメントの底質への分配、また陸生環境の土壌に結合する

可能性が高い；底質－または土壌―棲息生物に対するデータは入手できなかった。 

 
LCCP類は通常、水溶解度以上の濃度で急性水生毒性をほとんど示さない。被験物質の複雑性と非常に低い

溶解度を考えると、試験結果の説明は簡単ではない。C18-20液体LCCP類は環境に有害性を示す特性を有する

（無脊椎動物に対する慢性毒性）。入手データに基づき、C20-30液体および固体LCCP類は環境に対して低い有

害性を示すと思われる。LCCP類は易生分解性ではなく、生物蓄積性を有するかもしれない。 

 
用途/ばく露 

LCCP類の総合EU使用量は、1998-2004年で5000－10000トン/年の範囲であった。LCCP類の用途の主な

分野は、ゴムや繊維の難燃剤、およびシーラント/接着剤と塗料中の可塑剤/難燃剤としてである。また、LCCP

類はより少い範囲で、PVC中の二次可塑剤として、金属の切削液/加工液（油性および/または水性）中の極圧

添加剤として、および革の加脂処理の成分（革は製造の最終段階として油脂とアルカリの混合液で処理され

る：その混合液は革の手触りと柔軟性を改良する）として使われるだろう。 

 
LCCP類への職業ばく露は、製造、川下製品への混合（PVC、金属工作液、シーラント、ゴム、革の加脂

剤、塗料、繊維）、およびそれらの加工、特に高温での加工中に、そして、それら製品の使用中に生じるかも

しれない。職業ばく露は皮膚接触を通して生じるかもしれないが、作業者は通常、保護服の着用と皮膚接触

の回避を推奨されている。吸入によるばく露はLCCP類の非常に低い揮発性のために、可能性の高いばく露源

として予期されないが、金属加工液のような液体製品の使用の際に生じるエアロゾルに関して可能性があり、

または固体グレード使用の際に生じるダストの吸入による可能性がある。消費者ばく露は、消費者製品中の

可塑剤または難燃剤としてのその物質の使用を通じて生じるかもしれない。被験物質の物理-化学的特性を考
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えると、ばく露は主に経皮によるだろう。被験物質を含んでいるアーティクルからのその物質の移行の情報

は入手できない。アーティクルに用いられる被験物質の濃度は、PVCおよびほとんどのゴムと塗料中で、通

常 < 1-6 %である。例外的に、15 %までがケーブル用材料と一部のゴムの中に使われる。LCCP類を含む被

覆材は通常は職業上の場面（例、道路塗装）だけに使われる。環境への放出は、製造、この物質の特定され

た使用のための化工段階、この物質を含むアーティクルの使用、ならびに耐用年数に達した廃棄の際に生じ

る。しかし、これらの放出のほとんどから生じるばく露は低いと予期される。本物質を含む金属加工液の水

性エマルジョンの廃棄物処理規範に基づき、この物質の環境への放出が生じるかもしれない。しかしながら、

金属加工液中のLCCP類の使用は他の用途と比較して少ないと予期される。 
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